
    

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より 

色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
千歳発着１０日間  

■募集定員/１２名様定員 

■最少催行人員/６名様 
■全食事付/朝食１２回・昼食１０回・夕食１０回 
■査証用写真/１枚（縦５cm×横３.５ｃｍカラー証明

写真）※事前にお預かりいたします。 
■旅券残存期間/出国時６ヶ月以上/ 

査証欄見開き２ページ要 

■査証代行取得手数料/￥６,500（別途必要） 
■羽田・千歳空港使用料/￥４,３０0（別途必要） 
■国際観光旅客税［出国税］/￥３,000（別途必要） 

■昨今の燃油価格上昇につき、燃油サーチャージ
は含まれておりません。別途徴収させていただ
きますので、何卒ご理解くださいませ。 

■旅行代金には、海外の空港税、出国税、航空保安
税が含まれております。 

■千歳空港より、全行程、社員添乗員同行 

■トランク往復無料託送サービス 
［ご自宅～空港～ご自宅］ 

※ビジネスクラス利用追加料金はお問合せくださ

い。 
※羽田発着：￥５，０００引き 
※大阪・中部・福岡発着：千歳発着と同一料金 

 都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 
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千 歳 

 

シンガポール 

 

ダッカ 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■午前、千歳空港より、シンガポール航空にて、シンガポールへ[09:30発/17:05

着]。 

■着後、シンガポール航空を乗継ぎ、バングラデシュの首都・ダッカへ［2０:4０発

/22:40着］。 

■入国審査ののち、ホテルへ。 

≪喧騒とカオスの大都会ダッカに連泊です≫           ×･✈︎・✈︎[ダッカ泊] 
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ダッカ ■午前、ゆっくりと出発し、ダッカ市内観光。 

ムガール帝国時代に建築されたラルバーグ城、ブリゴンガ川に面した港をボート

や客船など様々な種類の船が行き交うバングラデシュを象徴するショドル・ガッ

ト、日本製のモザイクタイルが美しいスター・モスク、１９４７年のインド分離独立の

きっかけになった場所カーゾンホール、ダッカの街の名の由来にもなったダケシ

ュワリ寺院、ニューマーケットへご案内いたします。      〇・〇・〇[ダッカ泊] 
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ダッカ 

タンガイル 

ボグラ 

(モハスタン) 

 

■午前、北西部の中心地・ボグラへ向かいます。 

■途中、織物で有名なタンガイルにご案内します。 

■着後、バングラデシュ最古の都市があったモハスタンの観光。堤防の役割を果たし

た丘の上の遺跡・ゴヴィンダ・ビータ寺院にご案内します。 

■また、ノーベル平和賞を受賞したグラミン銀行の農村支援プロジェクトの様子を見

学します。 

≪ボグラにも連泊です≫                        〇・〇・〇[ボグラ泊] 

4 ボグラ 

(カントノゴル) 

■終日、壁面の装飾が美しいことで知られるカントノゴル寺院にご案内します。 

                                        〇・〇・〇[ボグラ泊] 
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ボグラ 

バハルプル 

 

ラジシャヒ 

■午前、バングラデシュ北西部最大の都市ラジシャヒへ向かいます。 

■途中、世界遺産に登録されたインド亜大陸最大規模の仏教僧院跡・パハルプル遺跡

へご案内いたします又、パハルプル博物館も見学します。 

                 〇・〇・〇[ラジシャヒ泊] 
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ラジシャヒ 

プティア 

クルナ 

■午前、バングラデシュ第３の都市クルナに向かいます。 

■途中、ヒンドゥー教の寺院群が残るプティアに立ち寄り、大ゴヴィンダ寺院、シヴァ

寺院を見学します。                          〇・〇・〇[クルナ泊] 
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クルナ 

モングラ 

シュンドルボン 

■午前、シュンドルボンの玄関口・モングラへ。 

■着後、クルーズボートにて世界最大のマングローブの森、世界遺産シュンドルボン

の観光。 

■夕食は、名物のエビ料理をご用意しました。 

○・○・○[船内泊] 
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シュンドルボン 

 

 

モングラ 

バゲルハット 

 

 

クルナ 

■午前、お時間の許す限りシュンドルボン滞在。途中、川沿いに暮らす人々の伝統的

なカワウソ漁も見学します。運が良ければガンジスカワイルカを見るチャンスもあ

ります。 

■下船後、クルナに戻ります。  

■途中、１５世紀のイスラム建築群の残るバゲルハットの観光。ドーム型の屋根が６０

個も重なるシャイト・ゴンブッツ・モスク、カン・ジャハン廟、タクル池、ナインドーム・

モスクへご案内します。 

○・○・○[クルナ泊] 
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クルナ 

 

ダッカ 

 

 

■午前、ダッカに戻ります。 

■途中、２０２２年に開通したバングラデシュ最長のパドマ大橋を渡ります。 

■夕食までホテル休憩です。 

■深夜、シンガポール航空にて、シンガポールへ［23：５5 発］。 

○・○・○[機中泊] 

１０ シンガポール 

 

羽 田 

千 歳 

■朝、シンガポール到着［06：0０着］後、シンガポール航空を乗継ぎ、帰国の途へ

[08:05 発/15:35 着]。 

■入国審査・税関検査ののち、航空機にて、千歳空港へ。千歳空港到着後、解散。 

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                   ✈︎・✈︎・× 

※上記の時間は、すべて現地時間で表示されております。 

※表記の「○」「✈︎」はそれぞれ「朝食・昼食・夕食・機内食」を示します。「×」の食事は含まれておりません。 
※上記日程は、シンガポール航空を利用した場合のものです。他の航空会社を利用する場合、発着時刻や宿
泊地、乗継地が異なりますので、お含みおきください。利用航空会社の詳しい発着時刻などは、ご出発の

３０日前を目処に確定いたします。 
※現地の都合でスケジュールは変更される場合がございます。その場合でも極力日程に従って旅行サービ
スをご提供できるよう万全の手配努力を致します。 

   株式会社 Iter Tour :011-600-0199                                                                                株式会社 Iter Tour :011-600-0199 

世界遺産シュンドルボンと歴史遺産、人々の暮らしに出会う旅 

『黄金のベンガル』バングラデシュ周遊と 

                 シュンドルボン・クルーズの旅 
ご旅行期間とご旅行代金   

２０２７年２月１５日(月)発～２月２４日(水)着…¥５４８,000 お一人部屋利用追加料金 ¥８２,０00 

ご旅行条件 

シュンドルボンは、バングラデシュ南西

部からインドにまたがる世界最大のマング

ローブ森林で、ユネスコ世界遺産にも登録

されている貴重な自然地域です。その名は

ベンガル語で「美しい森」を意味し、無数の

川や水路、干潟が複雑に入り組む独特の

景観が広がります。ガンジス川、ブラマプト

ラ川、メグナ川が運ぶ豊かな土砂によって

形成されたこの湿地帯は、ベンガル湾沿岸

の生態系を支える重要な存在であり、高潮

やサイクロンから内陸部を守る天然の防波

堤としての役割も果たしています。 

シュンドルボン最大の魅力は、その豊か

な生態系です。世界的に知られるベンガル

トラの生息地であるほか、イリエワニ、シ

カ、サル、多種多様な鳥類が暮らしていま

す。さらに、運が良ければ希少なガンジス

カワイルカの姿を見ることもできます。こ

の地域では古くから自然と共生する人々

の暮らしが続いており、川沿いでは伝統的

な漁業が営まれ、特にカワウソを使った漁

法はシュンドルボンならではの文化として

知られています。 

観光では、クルーズボートで静かな水路

を進みながら、密生するマングローブ林や

野生動物、素朴な水辺の暮らしを間近に感

じられるのが大きな魅力です。都市の喧騒

から離れ、雄大な自然と人間の共生を実感

できる、バングラデシュを代表する神秘の

世界です。 

■ダッカ/ダッカ・リージェンシー、ロイヤルパーク、プラチナム・グランド 

■ボグラ/ナズ・ガーデン、モモイン 
■ラジシャヒ/ロイヤル・ラジ、グランド・リバー・ビュー、ホテル・エックス 
■クルナ/キャッスルサラーム、シティイン、ウェスタン・イン 

■クルーズ船内/水シャワーと共同トイレとなります 
※上記または同等クラスとなります。 
※基本的に、シャワーのみのお部屋が一般的となり、バスタブはございません。予めお含みおきくださ

い。 
 

ご利用予定ホテル 

世界遺産・シュルドルボン 

ダッカ・船着き場 


